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」
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」

「
野
田
ふ
じ
」

　
松
下
幸
之
助
に
関
す
る
事
業
委
員
会
が
総
会
を
開
催

　
　
　
　
平
成
二
十
三
年
度
の
「
活
動
計
画
」
を
決
定

　
当
事
業
委
員
会
で
は
、

目
下
、
第
七
回
ぜ
ん
ざ
い

パ
ー
テ
ィ
開
催
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
も

六
百
名
を
超
え
る
来
場
者

が
あ
り
、
大
開
公
園
の
記

念
碑
前
は
大
い
に
賑
わ

　
今
年
も
「
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ
」
を
開
催

い
、
美
味
し
い
「
ぜ
ん
ざ

い
」
に
舌
鼓
を
打
っ
て
頂

き
ま
し
た
。

　
今
年
も
つ
き
た
て
の
お

餅
で
大
開
自
慢
の
「
ぜ
ん

ざ
い
」
を
ふ
る
ま
い
ま

す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
お

い
で
下
さ
い
。
ま
た
、
お

餅
つ
き
に
も
奮
っ
て
ご
参

加
下
さ
い
。

「
開
催
日
」

　
十
一
月
二
十
三
日

「
開
催
時
間
」

　
午
前
十
時
〜
十
二
時

「
会
　
場
」

　
大
開
公
園
記
念
碑
前

　
注
・
小
雨
決
行

　
　
副
会
長
　
津
川
和
子

　
松
下
政
経
塾
生
・
大
開
訪
問

　
「
創
業
の
地
案
内
中
」

 
今
年
の
総
会
は
冒
頭
で

東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者

に
黙
祷
を
捧
げ
開
会
と
な

り
、
は
じ
め
に
当
委
員
会

を
代
表
し
て
舩
本
会
長
よ

り
謝
意
を
述
べ
、
今
後
の

委
員
会
活
動
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
続
い

て
来
賓
各
位
よ
り
ご
挨
拶

を
賜
り
、
祝
電
を
披
露
し

た
後
、
各
部
会
か
ら
昨
年

度
の
経
過
報
告
と
今
年
度

の
活
動
計
画
が
提
案
さ
れ

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
町
お
こ
し
部
会
」

　
昨
年
の
第
六
回
ぜ
ん
ざ

い
パ
ー
テ
ィ
の
報
告
は
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
行
い
、

パ
ー
テ
ィ
に
参
加
し
た
子

供
た
ち
の
イ
キ
イ
キ
し

た
表
情
が
伝
わ
り
、
今
ま

で
の
文
面
に
よ
る
報
告

と
は
違
う
も
の
に
な
り

好
評
を
博
し
ま
し
た
。
ま

た
、
第
五
回
藤
ま
つ
り
及

び
第
七
回
ぜ
ん
ざ
い

パ
ー
テ
ィ
開
催
の
提
案

も
し
ま
し
た
。
更
に
地
元

商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
へ

の
協
賛
に
つ
い
て
も
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

「
松
下
幸
之
助
研
究
部
会
」

　
研
究
部
会
で
は
座
学

と
し
て
の
幸
之
助
研
究

が
創
業
の
地
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
活
動

に
多
い
に
生
か
さ
れ
創

業
の
地
見
学
会
で
い
か

ん
な
く
発
揮
さ
れ
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
昨
今
で
は
メ
デ
ィ

ア
か
ら
の
取
材
も
増
え

つ
つ
あ
り
、
今
年
度
も
松

下
政
経
塾
塾
生
の
受
入

な
ど
創
業
の
地
来
訪
者

に
積
極
的
な
対
応
を
し

ま
す
。

「
記
念
碑
管
理
部
会
」

　
記
念
碑
の
除
幕
以
降

七
年
、
記
念
碑
並
び
に
銘

板
の
管
理
、
藤
棚
や
水
遣

り
清
掃
等
を
含
め
た
活
動

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
あ
ま
り
目
立
た
な

い
活
動
で
す
が
一
番
重
要

な
部
会
で
も
あ
り
引
き
続

き
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

今
年
は
初
め
て
の
試
み
と

し
て
記
念
碑
の
定
期
点
検

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
各
部
会
の
報
告
後
、
事

業
会
計
・
募
金
会
計
・
支

援
会
計
の
収
支
報
告
並
び

に
監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
質
疑
応
答

に
入
り
ま
し
た
が
異
議
な

く
ご
承
認
頂
き
、
平
成
二

十
三
年
度
の
総
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
部
会
報
告
の

前
に
平
成
二
十
二
年
十
一

月
に
ホ
テ
ル
阪
神
で
開
催

さ
れ
た
「
記
念
碑
建
立
五

周
年
懇
談
会
」
で
の
林
明

元
福
島
区
長
の
大
変
ユ

ニ
ー
ク
な
ご
挨
拶
も
ビ
デ

オ
に
て
紹
介
し
、
会
場
を

大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
事
務
局
長
　
松
本
好
弘

去
る
三
月
二
十
七
日
、
大
開
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
平
成
二
十
三
年
度
の
福
島
区

「
大
開
町
と
松
下
幸
之
助
に
関
す
る
事
業
」
委
員
会
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
福
島
区
選
出
議
員
を
は
じ
め
柳
川
福
島
区
長
（
当
時
）
・
高
瀬
福
島
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
協
会
理
事
長
・
山
下
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
松
愛
会
会
長
の
ほ
か
大

開
連
合
の
方
々
に
お
集
ま
り
を
頂
き
ま
し
た
。

「
松
愛
会
　
山
下
会
長
」

　
平
成
十
七
年
か
ら
毎
年

五
月
中
旬
に
松
下
政
経

塾
・
新
入
塾
生
の
関
西
研

修
の
一
環
と
し
て
、
松
下

幸
之
助
塾
主
ゆ
か
り
の
地

で
あ
る
創
業
の
地
を
訪
問

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
第
三
十
二
期
生

の
五
名
の
方
が
訪
問
さ

れ
、
松
下
幸
之
助
塾
主
が

夢
と
希
望
を
持
っ
て
現
在

の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
礎
を

ど
の
よ
う
に
築
か
れ
た
の

か
、
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
な
が
ら
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ

お
お
ひ
ら
き
松
翁
会
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
現
地
案
内
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
　
副
会
長
　
市
野
俊
哉
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去
る
四
月
十
七
日
に

大
開
公
園
の
記
念
碑
前

で
「
藤
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
大
開
小
学
校
と
大

開
幼
稚
園
に
育
て
て
頂

い
た
里
子
の
即
売
コ
ー

ナ
ー
や
新
た
に
お
預
け

　
第
五
回
「
藤
ま
つ
り
」
を
賑
や
か
に
開
催

す
る
里
子
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
の
ほ
か
自
慢
の
藤
の

品
評
会
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
成

長
し
た
里
子
は
完
売
と
な

り
、
新
し
い
里
子
も
す
べ

て
里
親
に
引
き
取
ら
れ
ま

し
た
。
品
評
会
で
は
、
い

ず
れ
も
甲
乙
付
け
が
た
く

参
加
賞
で
目
出
度
く
収
ま

り
ま
し
た
。

　
今
回
も
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

松
愛
会
の
皆
さ
ん
が
多
数

来
場
さ
れ
里
子
を
買
い
求

め
て
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
大
開
以
外
か
ら
の
来

場
者
も
あ
り
大
い
に
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
　 

 

会
長
　
舩
本
正
治

　
去
る
八
月
一
日
、
野

田
阪
神
本
通
商
店
街
恒

例
の
納
涼
夜
市
が
賑
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
地
域
の

皆
様
に
も
ご
出
店
頂
き

多
く
の
露
店
が
軒
を
連

ね
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

ち
ら
も
恒
例
の
大
阪
天

水
連
さ
ん
に
よ
る
阿
波

踊
り
が
夜
市
の
終
わ
り

を
飾
っ
て
下
さ
り
、
夏

の
一
夜
を
盛
り
上
げ
て

下
さ
い
ま
し
た
。
来
場

者
も
昨
年
同
様
に
多
数

今
年
も
賑
や
か
に
「
納
涼
夜
市
」
を
開
催

お
い
で
頂
き
ま
し
た
こ

と
、
紙
面
を
お
借
り
し
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続

き
今
秋
十
一
月
十
三
日

（
日
）
午
後
一
時
よ
り
「
出

世
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
」
大

会
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
素
敵
な
商
品
を
用
意

し
て
お
り
ま
す
の
で
地
域

の
小
学
生
ま
で
の
子
供
さ

ん
は
ど
ん
ど
ん
ご
参
加
下

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　

　
野
田
阪
神
本
通
商
店
会

　
　
　
会
長
　
松
本
好
弘
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特
別
寄
稿

　
今
年
の
二
月
に
、
校
庭

の
西
側
の
学
習
園
の
と

こ
ろ
に
、
生
態
園(

写
真
・

左
）
が
完
成
し
ま
し
た
。

西
野
田
工
科
高
校
の
生

徒
の
皆
さ
ん
が
、
実
習
を

か
ね
て
無
償
で
工
事
を

し
て
く
れ
た
お
か
げ
で

す
。

　
生
態
園
は
、
都
会
の
中

の
大
開
の
子
供
た
ち
に
、

少
し
で
も
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
を
も
ち
、
命
の
尊
さ

や
自
然
の
不
思
議
さ
を
体

験
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
か
ら
作
り
ま
し
た
。
四

月
か
ら
は
、
こ
の
生
態
園

が
早
速
活
躍
し
て
い
ま

す
。
ギ
ン
ヤ
ン
マ
や
シ
オ

カ
ラ
ト
ン
ボ
や
ア
ゲ
ハ

チ
ョ
ウ
な
ど
の
昆
虫
や
水

生
生
物
の
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
や

ア
メ
ン
ボ
、
ク
ロ
メ
ダ
カ

な
ど
も
い
ま
す
。
生
き
物

に
ふ
れ
よ
う
と
休
み
時
間

に
は
た
く
さ

ん
の
子
供
た

ち

で

に

ぎ

わ
っ
て
い
ま

す
。
職
員
室
前

に
は
、
生
態
園

で
生
き
物
を

見
つ
け
た
子

ど
も
と
そ
の

生
き
物
の
写

真
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
小

学
校
に
お
越

の
と
き
は
、
ぜ

ひ
こ
の
生
態

園
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
生
き
物
に
ふ
れ
あ
う
「
生
態
園
」
が
完
成

　
　
　
大
開
小
学
校
校
長
　
　
山
下
直
人

　
記
念
碑
管
理
部
会
で

は
、
去
る
六
月
二
十
六
日

（
日
）
第
一
回
目
と
な
る

記
念
碑
の
定
期
点
検
を

実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は

増
永
名
誉
会
長
以
下
八

名
に
よ
り
募
金
者
プ

レ
ー
ト
を
中
心
に
汚
れ

を
落
と
し
な
が
ら
一
枚

ず
つ
点
検
し
ま
し
た
。
銘

板
の
状
態
は
お
お
む
ね

良
好
で
目
立
っ
た
汚
れ

や
傷
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
記
念
碑
の
松
下
幸
之

助
の
「
幸
」
に
一
部
破
損

を
発
見
し
ま
し
た
が
、
幸

い
に
も
欠
落
部
分
の
破

片
が
見
つ
か
り
ま
し
た

の
で
、
後
日
、
業
者
に
修

復
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
記
念
碑
の
定
期
点
検
を
実
施

　
記
念
碑
は
大
開
に
と
っ

て
大
切
な
財
産
で
す
か

ら
、
み
ん
な
で
注
意
し
て

守
っ
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　
　
副
会
長
　
津
川
和
子

　
大
開
小
学
校
で
は
、
毎

年
十
一
月
の
中
旬
に
児

童
の
作
品
展
と
同
時
に

菊
花
展
を
講
堂
玄
関
前

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
十
一
月
十
一
日

（
金
）
〜
十
三
日
（
日
）
の

三
日
間
で
す
。

　
こ
の
菊
花
展
で
は
、
管

理
作
業
員
さ
ん
が
丹
精

こ
め
て
育
て
た
菊
を
多

数
展
示
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
皆
さ
ん
が
育
て
た
菊

も
い
っ
し
ょ
に
展
示
で
き

た
ら
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
、
多
種
の
菊
を
鑑
賞
し

て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。
同
時
展
示
の
申
し
出

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
連
絡
先
」
　
　
　
　
　
　

　
６
４
６
１
―
０
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６
０

　 
 

　
大
開
小
教
頭
ま
で

　
大
開
小
学
校
の
菊
花
展

　
　
　
自
宅
で
育
て
た
菊
の
展
示
を
募
集
中


